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地域福祉活動計画は、「地域の助け合いによる福祉（地域福祉）」を計画的に推進する

ための民間の活動・行動計画として位置づけられています。 

◆今治市が策定している「今治市地域福祉計画」と連携を図ります。

◆社会福祉協議会の将来の事業展開、運営の指針を示した「今治市社会福祉協議会発展強化

計画」とも整合性を図ります。

「社会福祉協議会」は、全国、都道府県、区市町村に１か所ずつ設置され、

地域福祉の推進を図る団体として、社会福祉法に位置づけられています。 

“誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくり”の実現に向けて、

一人ひとりの自分らしい暮らし方、生き方をしたいという思いを大切に、住

民のみなさまや関係団体と協力しながら、地域の課題解決に取り組んでいく

ためにこの計画を作成しています。 

祉 域 地 福 活 動 計 画 

第１期 

（平成２１～２５年度） 

第２期 

（平成２６～３０年度） 

今治市社会福祉協議会では、平成２１年度に「第１期地域福祉活動計画」を、平成２６年度に

「第２期地域福祉活動計画」を策定し、地域福祉の推進に取り組んできました。 

計画の位置づけ 

計画の基本的な考え方 

 第２期の最終年度には、 

住民座談会やアンケート調査を

行い、住民のみなさんが 

日頃感じている問題や課題の

把握に努めました。 

平成３１年度から令和５年度までの５年間としています。 

◆必要に応じて内容の修正や計画期間を見直すことがあります。

◆また、より身近な地域での福祉活動の充実を図るため、「小地域福祉活動計画」の策定も

進めていくこととしています。

計画の期間 
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高齢者や若い世代を含め、ひとり暮らしの世帯が増加しています。閉じこもりやひきこも

り、目に見えにくい心の病気や複合的な課題を抱える世帯がクローズアップされる中、住民

一人ひとりが、いつもだれかとつながっているという安心感がもてるようにという願いを込

めています。 

そして、障がいの有無、性別や国籍、経済的な事情等に関係なく、一人ひとりが尊重され

る、また、人や地域のやさしさに包まれ、この今治に住んでよかったと心から思えるまちを

めざしていこうという思いが込められています。 

計画の方向性 

一人ひとりが輝き、人と地域をやさしく包むまち いまばり 

基本理念 

４つの基本視点 

➊気づこう ➋つながろう ➌支え合おう ➍ともに暮らそう

65 歳以上の人口 

54,876 人 

（34.1％） 

外国人住民の人口 

3,039 人 

小学生 7,666 人

中学生 3,762 人 

人口 

１６１，０９４人 

世帯数  

７６，２０９世帯 

年々、増加傾向 

にあります。 

平成 25 年から 

5 年間に 1,132 人 

増えています

平成 25 年から

5 年間に 1,132 人

増えています

児童・生徒数の減少に

伴い、学校の統廃合が 

行われました。

児童・生徒数の減少に

伴い、学校の統廃合が

行われました。

今治市の概要 

平成 17 年に、12 市町

村が合併しました。 

新今治市となり 14 年

が経過しました。 

住民の困りごと、地域の課題 

●地域活動の担い手・後継者不足

●買い物やごみ出しなど生活に困っている

人が増えている

●地域の絆・つながりの希薄化

●災害に対する不安

取り組みたいこと 
●多世代交流を通して地域への愛着心を育む

●地域や個別の課題について共有し、解決方

法を考える場づくり

●顔見知りになることによる安心感と相談で

きる関係づくり

●災害時の要配慮者や地域の情報を共有し、

いざという時に助け合える体制づくり

●○● 住民のみなさんからの声 ●○●
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活動項目⑦ 若い世代への地域活動の継承と地域貢献の機会 

活動項目⑧ 子育てを終えた世代や定年退職者の活躍の場づくり 

例）伝統文化や地域活動に参加できるきっかけづくり 

例）活動のきっかけづくり、ともに活動する仲間を増やす 

活動項目⑪ ボランティア・市民活動の活性化 

活動項目⑫ 社会福祉法人や企業等の社会貢献活動の推進 

例）活動者が交流・情報交換する機会を設け、活動の充実を図る 

例）地域の生活課題を把握し、強みを生かして活動に取り組む

住民だれもが孤立することなく、住み慣れた地域で暮らしていくためには、 

住民同士のつながりの再構築が重要です。住民の困りごとを受けとめ、適切 

な対応につなげたり、地域で新たな担い手づくり、交流や連携の輪を広げていきます。 

つながろう 

取り組みの展開 

活動目標□1
困りごとに気づき、

受けとめよう 

活動項目① ニーズ発見の仕組みづくり 

活動項目② 相談しやすい環境づくり 

活動項目③ 配慮や支援を必要とする方の理解の促進 

活動項目④ 家庭・地域・学校と連携した福祉教育の推進 

活動項目⑤ 地域のことを考えるきっかけづくり 

活動項目⑥ 情報発信の工夫と広報の充実 

気づこう 
地域福祉を進めるために、まず人や家族を想い、地域への関心や愛着を 

もつことが何よりも大切です。また、目に見えにくい住民の困りごとやＳＯＳを 

見逃がさず、受けとめていくことを大切にしていきます。 

活動目標□2
人や家族・地域への 

やさしさを育もう 

活動目標□3
みんなに知ってもらおう

活動目標□4
ともに活動する担い手を 

つくろう 

活動目標□5
地域でつながろう 

活動目標□6
つながりの輪を広げよう 

例）家庭や地域に出向き困りごとにいち早く気づく 

例）身近に相談できる場づくり 

例）配慮を必要としている方と住民との接点づくり 

例）地域への愛着を育むプログラムづくり 

例）地域の現状や課題を知り、できることを話し合う 

例）動画やＳＮＳの活用、情報のバリアフリー化 

活動項目⑨ 見守り・小地域ネットワークの構築 

活動項目⑩ つどいの場、居場所づくり 

例）地域の担い手と多職種をつなぎ、話し合う場を作る 

例）誰もが気軽に集い、見守り・つながり合える場づくり 



5

活動目標□7
お互いさまと言える 

地域にしよう 

活動目標□8
災害時にも助け合おう 

活動目標□9
安心して生活できる 

仕組みをつくろう 

活動項目⑬ 近隣の助け合い活動 

活動項目⑭ 生きづらさを抱えるご本人・家族を地域で支える活動 

例）隣近所で見守り、支え合えるグループづくり 

例）悩みや不安を話すことができる機会をつくる 

活動項目⑮ 災害時要配慮者の支援体制づくり 

活動項目⑯ 被災者支援と災害ボランティア活動の体制整備 

例）避難時や避難生活中の配慮や支援方法を学ぶ 

例）平時から地域内外の団体とつながり、連携を強化 

活動項目⑰ 生活支援サービス等の開発・拡充 

活動項目⑱ 地域福祉活動を支える財源の確保 

例）地域での見守りやお手伝い等、互助の支え合い 

例）地域福祉活動への賛同者や応援者を増やす 

年齢や性別、障がいの有無等に関係なく自分らしく生活し続けられる地域、

生きやすい社会をめざします。また、少子高齢化・過疎化が進み、従来の営み 

が難しくなってきた地域課題への手立てや複合的な課題をもつ世帯を支えていきます。 

隣近所など顔の見える範囲を基本に、見守り活動を展開し、災害時などのいざ 

という時も助け合える地域づくりを進めます。また、災害時要配慮者への支援体制 

やボランティア活動の体制づくりを行うとともに、生活を支える資源の開発・拡充を図っていきます。 

活動目標□10

一人ひとりの権利を守り、

活躍できる社会にしよう 

活動項目⑲ 子どもや若者、障がいのある人の自立・社会参加の支援 

活動項目⑳ 総合的な権利擁護の推進 

例）障がいのある人たちの余暇活動や職業体験の機会づくり 

例）意思を尊重し、生きがいのある生活を送れるような支援 

活動項目㉑ 合理的配慮の推進

活動項目㉒ 外国人や性的マイノリティなど多様な生き方・文化の尊重 

例）障がいや合理的配慮について学ぶ機会づくり 

例）お互いの文化や思い、生活のしづらさを知る 

活動項目㉓ 深刻な地域課題に対する手立て 

活動項目㉔ 孤立や複合的な課題を抱える人・家族への寄り添いサポート 

支え合おう 

活動目標□12

ともに暮らそう 

が難しくなってきた地域課題への手立てや複合的な課題をもつ世帯を支えていきます。

活動目標□11

お互いを認め合い、誰もが

生きやすい社会にしよう 

例）暮らしに直結する深刻な課題に対する社会資源の開発 

例）総合的な相談窓口体制の確立、関係機関との協力 
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全１２支部で 

住民座談会を開催し、 

取り組みの方向性を 

まとめました！ 

●人口 4,377 人 

●世帯数 1,969 世帯

●高齢化率 37.3％

●年少人口率 10.9％

支援を必要とする人や地域の誰もが 

安心して生活できるまちづくり 

◆◇支部活動目標◇◆

●人口 110,004 人

●世帯数 52,027 世帯

●高齢化率 31.3％

●年少人口率 13.3％

（平成 30 年 3 月 31 日現在）

一人ひとりが地域への愛着と安心感をもち、

さりげなく支え合える地域をつくる 

◆◇支部活動目標◇◆

つながり、助け合い、笑顔のあふれるまちづくり

◆◇支部活動目標◇◆

地域の特色をいかそう 

●人口 5,070 人 

●世帯数 2,230 世帯

●高齢化率 39.3％

●年少人口率 10.1％

（平成 30 年 3 月 31 日現在）

地域の絆を深め誰もが住みやすいまちづくり 

◆◇支部活動目標◇◆

●人口 8,612 人 

●世帯数 3,834 世帯

●高齢化率 34.4％

●年少人口率 11.1％

（平成 30 年 3 月 31 日現在）

各支部では 

地域の実情をふまえ、 

さまざまな活動をしています。 

本編では、12 支部ごとに 

住民のみなさんの声や 

支部活動計画も 

載せています！ 
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災害時にも強い！

ご近所同士で見守りと助け合いのまちづくり 

◆◇支部活動目標◇◆

●人口 2,642 人 

●世帯数 1,201 世帯

●高齢化率 41.4％

●年少人口率 9.7％

（平成30年 3月 31日現在）

誰もが気軽に集まり、話し合える 

つながりのあるまちづくり 

●人口 8,455 人 

●世帯数 3,926 世帯

●高齢化率 31.8％

●年少人口率 11.6％

（平成30年 3月 31日現在）

人と人がつながり、助け合い、 

誰もが安心して暮らせる地域をつくります 

◆◇支部活動目標◇◆

◆◇支部活動目標◇◆

●人口 5,855 人 

●世帯数 2,726 世帯

●高齢化率 42.9％

●年少人口率 8.0％

（平成30年 3月 31日現在）

立場に関係なく、誰もが安心して 

暮らすことの出来るまちづくり 

◆◇支部活動目標◇◆

●人口 3,510 人 

●世帯数 1,863 世帯

●高齢化率 46.3％

●年少人口率 7.1％

（平成30年 3月 31日現在）

●人口 6,468 人 

●世帯数 3,133 世帯

●高齢化率 40.5％

●年少人口率 9.5％

（平成30年 3月 31日現在）

地域でお互いに支え合い、 

安心して暮らせるまちづくり 

◆◇支部活動目標◇◆

●人口 2,755 人 

●世帯数 1,451 世帯

●高齢化率 53.1％

●年少人口率 7.1％

（平成30年 3月 31日現在）

困ったときは、お互い様を 

言い合えるまちづくり 

◆◇支部活動目標◇◆

●人口 2,946 人 

●世帯数 1,580 世帯

●高齢化率 54.5％

●年少人口率 7.3％

（平成30年 3月 31日現在）

今ある地域力を活かした 

助け合い強化のまちづくり 

◆◇支部活動目標◇◆

●人口   400 人 

●世帯数 262 世帯

●高齢化率 73.3％

●年少人口率  1％

（平成30年 3月 31日現在）

人・地域が輝き、互いに支え合い 

共に生きるまちづくりを目指す 

◆◇支部活動目標◇◆

「高齢化率」‥65 歳以上の人口の割合 「年少人口率」‥15 歳以下の人口の割合 
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誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりに取り組んでいます 

～地域の支え合いづくりを進めるワーカー～ 

社会福祉協議会固有の専門職として、住

民の生活課題の解決や福祉コミュニティ

づくりに向けた住民主体の地域福祉活動

を推進しています。今後は、制度の狭間や

複合的な課題を抱える世帯を地域で支え

るための関わりが求められています。 

住民やボランティア、

専門職のネットワーク

で一人ひとりを 

支えます 

福祉活動専門員 生活支援コーディネーター 

介護保険制度の中で配置され、高齢者の

社会参加を通じた介護予防の促進や、住民

主体の活動を含む生活支援サービスの創出

といった、多様な資源の充実に向けた基盤

整備を推進していくための役割を担ってい

ます。 

高齢者の生活 

を支える人・資源の 

ネットワークづくりを

進めます 

計画の推進体制

計画を着実に推進していくため「第３期地域福祉活動計画推進委員会」を設置し、計画の

進行管理・評価を行う体制をつくります。また、住民の暮らしや地域の福祉ニーズに対応し、

解決をめざしていくために、地域活動団体や当事者団体、 

ボランティア・ＮＰＯ等の多様な主体と連携・協働した 

地域づくりをチャレンジしていくことが必要です。 

そこで、活動計画の活動目標、活動項目の中でも特に 

重要な課題に対するテーマ別の協働プロジェクトを設置 

し、取り組みを推進します。 

「第３期地域福祉活動計画（本編）」は、今治市社会福祉協議会のホームページから 

ダウンロードし、閲覧することができます。ぜひ、ご覧ください。 


